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中学校と糊リ支援学校の美体琳教員の悩みに関する現状と課題

ーインクルーシブ教育システム構築に向けて一

糊 0支援教育専攻

藤本聡実

1 はじめに

2006年，国際連合総会において採択された

「障害者の権利条約J~こ日本は 2014 年に批准

した。我が国の障害児教育は.2007年に f特殊

教育Jから「槻リ支援教育jに転換され，発達

障害を含め対象が拡がり，全ての学校において

実施されることとなった。

2016年，障害者劃l撫消法が施行され，共生

社会が指向される中，文調弾十学省は，特別支援

教育に力を入れるとともに，インクルーシブ、教

育システムの構築を急務としている。その流れ

の中 f個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒

に対して，多様で柔軟な倣Eみを整備すること

が重要Jで. r学校関連携の推進Jr交流及て民共

同学習の推進J等を提唱している。

一方，美術科は，その教手H生を①美的，造形

的表現・倉出量，②文化・人間理解，③心の教育

の三つの視点で捉え，教科目標の実現に向けて

確かな実践を宇倍隼していこうとしている。しか

し中学校にも支援を要する生徒が多数おり，

支援・指導の方略は確立されているとは言いが

たく，美術科教員(以下，中美教員)の悩みは指導

時間の短縮と目標の間で重く深くなっている。

他方，特別支援学校の美祢洋}担当教員(以下，特

美教員)も，美祢璃教育の専門性に関して不十分

さを感じ，美術科教育に不安を抱いていると推

察する。そこで，中美教員と特美教員の，双方

の悩みの様相を調査し，美術科において支援の

指導教員 井上とも子

必要な生徒に対して感じていた困難，支援の必

要性に関する意識キ活用している支援方略を比

較・検討する。

2 方法

1)中学校美術科教員と特別支援学校美術科担当

教員の美術科教育に対しての悩みに関する質問

紙調査

対象者:A市立中学校美術科教員(19校29名).

B県立特別支援学校美材捌担当教員(12校 46

名)

調査期間:201X年 1月'"'-'3月配布・回収

[手続き]

①質問紙の作成

須田・菅野匂015)を参考にする。

②質問紙の西怖と回収

市校長会を通じ匝捕し，郵送にて回収。

③分析方法

カテゴリカルデータで分析。中美教員と特美

教員の「困っているJr困っていないjをクロス

集計し，セノレ叫直が 5名以上の場合は X2検定

を行い.4名以下のセノレがひとつでもある場合

は.F検定を行う。

2)中学校美術科教員の要支援生徒への悩みの調

査(質問紙調査とインタビュー調葡

調査対象者 :C市立中学校美宥桝教員6名

調査期間:201X年4月"'7月の期間に西疏・回

収し，インタビュー調査を行う。
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〔手続き〕

①質問紙の作成

先に行った質問紙の中から特別支援教育に関

する質問のみを調査対象とする。

②インタビュー調査内容の作成

質問紙で行った特別支援教育に関する項目に

ついて，国る理由と，鑑賞についての暖昧な結

果を明確にするためにインタビューを行う。

③記録:ボイスレコーダーで録音後， トランス

クリプトを作成する。

④分析方法:トランスクリプトから妥当性をは

かり，コード化，カテゴリー化する。

3 結果と考察

本研究において，中美教員は，多動傾向のあ

る生徒への指導と意思忌樋が困難な生徒への指

導に困っていることがわかった。特美教員は，

一部の教員が美骨桝教員免許を有しているが，

美術科教員免許を保有していない教員が多く，

美術ヰの内容を適切に指導するにあたり，困っ

ていることが明らかになった。

これらの結果から，美術科での「交流及。洪

同学習jの機会が中美教員と特美教員の悩みを

解決できるという縮命に至った。なぜなら，中

美教員が困っている多動傾向のある生徒，意思

疎通が困難な生徒に対しての支援技術は，特美

教員から学ぶことができ，美制持ヰ教員免許を有

しない特美教員は，中美教員の扱う教材感や，

生徒が表現したいことをくみ取り，個々に助言

していく美術科ならではの指導方法等を学ぶこ

とができる。交流の場が実践力向上研修の場と

なる。

一方，生徒にとっては，美術科の専門教育と，

糊 IJ支援教育の専門教育の両方を受けることが

できる。特美教員による多動傾向のある生徒や

意思忌樋の難しい生徒への個々のニーズに応じ

た対応技術はその場で発揮され，これらの生徒

の安'L'l惑は増す。他方，糊IJ支援学校の生徒は

中美教員から美術の専門的支援を受けることと

なる。双方の教員がこの交流によって，それぞ

れの悩みを解決し，生徒は個々のニーズをくみ

取った指導が得られることとなる。

学級間交流をきっかけに，障害の有無に関わ

らず，同じ場で学習することができる状態は，

インクルーシブな状態を構築する第一段階であ

る。そこからさらに，学年交流，学校間交流へ

と繋げていけるならば，インクルーシブ教育シ

ステムが構築で、きたと言っても良いであろう。

このような美術科による「交流及LJ共同学習J

は，双方の生徒にとって，学びになることは言

うまでもないが，本研究で、明らかになった，中

美教員と特美教員の，双方の悩みを互いの専門

性を持ち寄り，補完しあうこととなるであろう。

4 今後の課題

A市美教員の回収率の低さと， C市美教員の

限られたサンプル数が挙げられる。それによっ

て地域差は明確ではなく，また，困っている意

識に明確な有意差や一致が見られなかった部分

がある。地域を変える等，再調査する必要もあ

る。また，特美教員も生出或差により，悩みの様

相が違うことが考えられ，地械の事情を調べ，

地域性を捉えるという課題が残された。美術科

の教員自身が鑑賞に対しての学びは希薄な状態

であり，不安を抱いたまま鑑賞活動を行ってい

ると考えることができ， r交流及て隣同学習jで

補完し合うことはできない。「鑑賞jについて，

一歩踏み込んだ調査が必要であると考える。




